
広島東南ロータリークラブ(Ｇ－７)

東日本大震災被災地施設へピアノ(再生品)を贈るプロジェクト

－社会福祉法人萩の里、学校法人ろりほっぷ学園(幼稚園･保育園)－

贈呈式 日 時：2013年10月17日(木)午前11時30より

場 所：社会福祉法人萩の里(塩釜市)、学校法人ろりほっぷ学園(仙台市)

プロジェクト概要

広島東南ロータリークラブでは、東日本大震災に見舞われた宮城県内の２施設にピアノ(再生品)を贈るプ

ロジェクトを実施しました。本プロジェクトは会員等から寄付いただいたピアノを再生して被災地に贈りた

いという立案から始まりました。贈呈先選定は当初難渋しましたが、久笠地区委員様･仙台南ロータリーク

ラブ様のお力添えをいただき決定いたしました。

贈呈に先立ち、８月６日(火)原爆記念日に、原爆ドー

ム前で再生ピアノコンサートを開き、同時に、被災地の

子供たちやお年寄りたちへの応援メッセージの記帳をお

願いし、国内外の多くの方にご協力を頂きました。続い

て10月7日(月)当クラブ例会に於いてピアノ出発式を行

いました。出発式では、東日本大震災で多大な義援金を

頂いた姉妹クラブ・台中RC(台湾)の例会訪問があり、被

災地に思いを馳せながら、贈呈するピアノの伴奏で「花

が咲く」を両クラブ全員で合唱しました。

10月17日(木)、ピアノと共に、被災地に広島のこころ

を伝える「応援メッセージノート」と広島の「被爆銀杏

の苗木」(グリーンレガシーヒロシマ)を携えて、広島東

南ＲＣ６名が宮城県へ出向き、贈呈式を行ないました。

最初の訪問先、宮城県仙台市若林区の「学校法人ろりほ

っぷ学園（幼稚園・保育園）」では、待ち迎えてくれて

いた園児と先生達に大歓迎を受けました。そして次に塩

釜市の老人施設「社会福祉法人萩の里」を訪れました。

ここでは園児たちとは一味違う感動をもらい、感涙をう

かべた合唱が印象的でした。

両施設とも「ピアノが欲しいけど購入ができないでいた

ところにこんなプレゼントをいただいて大感激です。」

と異口同音に感謝されておりました。このプロジェクト

が有意義で大成功であったことと、多大なご協力をいた

だきました仙台南ロータリークラブの方々に謝意を表し

てご報告といた

します。

学校法人ろりほっぷ学園(幼稚園・保育園)
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